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参考資料１ 



市立川西病院 事業計画書 

＜令和４年４月１日～令和４年８月３１日＞ 

１．基本方針 

 ①理念・基本方針 

  ■理念 

  〇安全・安心で良質な医療を提供します。 

  〇常に新しいアイデアとチャレンジ精神を持って日々地道な努力をする人材を育

成し、豊かな人間性と夢ある職場を作ります。 

  ■基本方針 

  １．患者さんの立場に立ったあたたかい医療を実践します。 

  ２．信頼と満足が得られる病院を目指します。 

  ３．地域に密着した病院を目指します。 

  ４．健全な病院経営を目指します。 

 

 ②社会医療法人化 

  ◇社会医療法人認定を目指します。 

   市立川西病院の管理・運営をしていくにあたり、社会医療法人化に向け準備を進

めております。 

 

２．地域ニーズに応じた診療体制 

 ①地域包括ケアシステムの構築 

  ◇地域全体で医療・介護連携を推進 

   我々が考えるあるべき姿は市立川西病院単体や法人関連施設だけでなく、地域全

体で医療資源・介護資源を有効に活用していくことです。地域包括ケアシステム

の構築に向けては、在宅医療・介護連携推進協議会や関係機関等と連携しながら、

川西市の特性に応じた体制整備を目指してまいります。 

  

②入院機能 病棟編成 

◇現状の入院患者数を鑑み、急性期４病棟、緩和ケア病棟及び地域包括ケア病棟の

計６病棟（稼働病床数２３４床）を運用いたします。 

３階北（急性期：４０床） 

３階南（急性期：３３床） 

４階北（急性期：３７床） 

４階南（急性期：５３床） 

５階北（緩和ケア：２１床） 

５階南（地域包括ケア：５０床） 



  ◇病床稼働率の改善 

   救急患者及び入院・紹介患者確保に取り組むとともに、患者・家族に対して丁寧

な入退院支援を心掛け、病状に応じたベッドコントロールにより病床稼働率の向

上を図ります。 

   また川西市内の回復期、慢性期病院及び介護施設と連携を図り、患者さんの状態

に応じた医療環境を提供できるようにいたします。 

 

 ③外来機能 

  ◇診療科目 

   内科・小児科・外科・緩和ケア外科・整形外科・産婦人科・耳鼻咽喉科・眼科・

泌尿器科・麻酔科・放射線科・リハビリテーション科・病理診断科 

   消化器内視鏡センター・生活習慣病センター・乳腺センター 

 

  ◇診察日・受付時間 

   診察日：月曜日～金曜日（祝日を除く） 

   受付時間：８：３０～１１：３０ 

 

  ◇新病院への移行に向け、外来医療については地域医療機関（開業医等）との役割

分担を明確にするとともに、紹介予約診療並びに逆紹介を推進し、さらに連携を

強化いたします。 

 

 ④救急医療 

  ◇協立病院との機能分担・連携で市内完結率の向上を図ります。 

   現病院においては協立病院との機能分担・連携を通じバランスの整った救急体制

を整備し、救急受け入れ件数の増加を目指します。 

 

 ⑤小児・周産期医療 

  ◇小児医療は現病院では現状維持、周産期医療は第二協立病院との連携を強化し、

新病院での充実を目指します。 

 

 ⑥新病院に向けた取り組み 

  ◇部門間等の業務調整ワーキング及び業務マニュアル作成 

  ◇電子カルテ・システム移行 

  ◇医療機器・電子カルテ操作トレーニング 

  ◇病院引越し（患者移送・医療機器移転）計画策定 

  ◇新病院に関する広報活動 



川西市立総合医療センター 事業計画書 

＜令和４年９月１日～令和５年３月３１日＞ 

１．基本方針 

 市立川西病院 事業計画書のとおり 

 

２．地域ニーズに応じた診療体制 

①入院機能 病棟編成 

 ◇病床数 ４０５床（全室個室） 

 ◇１日あたり想定患者数 ２８３人 

 ◇１人あたり入院診療単価 ５３，０００円 

 ◇病棟編成 

  ３階ＨＣＵ（急性期：２０床）高度治療室 

   ４階西病棟（急性期：４２床） 

   ４階東病棟（急性期：４３床） 

   ５階西病棟（急性期：４２床） 

   ５階東病棟（急性期：４３床） 

   ６階西病棟（急性期：４２床） 

   ６階東病棟（急性期：４３床） 

   ７階西病棟（急性期：３９床）※内、ＳＣＵ３床（脳卒中集中治療室） 

   ７階東病棟（急性期：４２床） 

   ８階病棟 （急性期：４９床）※内、新生児４床 

 

 ②外来機能 

  ◇１日あたり想定患者数 ８５０人 

  ◇１人あたり外来診療単価 １３，５００円 

  ◇診療科目（２８診療科） 

   内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、腎臓内科、糖尿病・内分泌内科、 

   血液内科、神経内科、ペインクリニック内科、外科、消化器外科、呼吸器外科、

乳腺外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、産婦人科、小児科、耳鼻咽喉科、

眼科、泌尿器科、皮膚科、精神科、救急科、麻酔科、放射線科、病理診断科、 

リハビリテーション科 

◇各種センター（１３センター） 

   循環器センター、消化器センター、脳卒中センター、周産期センター、乳腺セン

ター、糖尿病･生活習慣病センター、オンコロジーセンター、人工関節センター、

生殖医療センター、救急センター、内視鏡センター、患者支援センター、急性期

リハビリテーションセンター 



  ◇診察日・受付時間 

   診察日：月曜日～金曜日（祝日を除く）※土曜日は専門外来のみ 

   受付時間：８：３０～１１：３０ 

 

 ③地域医療連携 

 ・ＰＦＭ（患者支援センター部門）を設置し、紹介及び逆紹介患者への迅速な対応や

開放病床の利用促進など、登録医や地域医療機関との連携をより強化いたします。 

 ・退院調整等の患者相談体制を充実し、入院から退院・在宅への移行が円滑に行える

よう、回復期や慢性期医療機関、介護施設、在宅医との連携を強化いたします。 

 

 ④救急医療 

 ・救急初療室を４床確保した救急科を設置し、各専門診療科との連携を密に行い、救

急患者の受け入れ体制を充実いたします。 

 ・兵庫医科大学病院等の３次救急医療機関との連携強化を図ります。 

 

 ⑤小児医療 

 ・市立川西病院と第二協立病院の小児科を統合し、小児医療体制の充実を図ります。 

 ・阪神北圏域小児救急２次輪番病院として、１次救急の「阪神北広域こども急病セン

ター」、３次救急の「県立尼崎総合医療センター」との連携を図り、小児救急患者

の受け入れに対応いたします。 

 

⑥周産期医療 

 ・市立川西病院と第二協立病院の周産期部門を統合し、周産期医療体制の充実を図り

ます。 

 ・不妊診療の体制を整備します。 


